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秋岡 榮子氏

国土形成計画シンポジウム in高知

あ す

魅力ある未来の四国づくりを考える

　若い人が、この国で頑張っていきたいという夢が持て

る国づくり。これが私たち世代の責任ではないか。現在、

新四国創造研究会に参加しているが、四国で世界一と

いわれる企業が１２社、日本一の企業が８７社。これらの

企業が、四国内や県内で、連携をして新しい付加価値の

ある産業を作り出すのが大事。また、自分たちの文化を

守る、個性を守るというのも大事。お国言葉でお子さん

を育てていただきたい。夢は、誰かが一瞬頑張ったから

実現できるものではない。多くの先人の夢と努力があり、

環境が整って実現する。道路を開く、鉄道を開く、橋を架

けるという国土整備が、私たちの夢を実現するための大

変重要な環境整備ではないか。誰もが「ムダな道路で

あればいらない」と思っている。大事なことは、どういう

観点でムダかどうかということ。社会を担う若者たちの

夢を実現させるための先行投資なのか、私たちの身勝

手なムダ使いなのかを、きちんと議論しておくのが、私

たち世代の責任ではないのか。地元の人たちが安全で

安心に暮らせる、若い人たちが将来に希望を持って生き

ていける、それを考えた上での国家の収支バランスだと

思う。夢の実現を支えるということも、国土整備の効果

の中に考えてほしい。「インターネット時代に今更道路

なんか」という話もあるが、インターネットだけでは夢は

かなわない。やはり人と出会うことが大切。自分が行動

していろんなことを経験することが非常に大事な時代

になってきた。四国は、高速道路もまだ繋がっていない。

未整備の環境整備が多い中で、可能性を広げる国づくり、

基盤整備ができるのだろうかということを考えたい。

　一番の課題は、これからの地域づくりを「誰がどうや

ってやるんだ」ということ。行政でやっていたものが、行

政だけではできない。それをどんなシステムで、どんな

立場の人たちに替わっていくのか。それを、今回の国土

形成計画では、｢新しい公｣という言葉で表現してい

る。｢新しい公｣の形は、それぞれの地域の風土や文化

によって違う。四国は、温かいお接待の文化があり、見

返りを期待するのではなく手を差し伸べるという文化

が育ってきた。四国から日本をリードするような｢新しい

公｣のスタイルが出てくるのではないか。これからの日

本は、「見る時代」ではなくて「自らやる時代」にな

ったと思う。｢新しい公｣で行政ができないところを補う。

「見る」国土計画から「私がやる」国土計画に変わって

いく。また、今は女性の時代、高知のはちきんの女性が、

四国の国づくりを引っ張っていくのではないかと期待し

ている。これからどんどん日本はグローバル化し、いろ

んな文化が入ってくるが、四国だけは「日本らしい日本」

という良さをそのまま残してほしい。それが四国の最大

の魅力になるのではないか。やっぱり高知は面白い、そ

う思えるような元気で魅力のある国土づくり、県づくり

をぜひやっていただきたい。

経済エッセイスト

（株）日本長期信用銀行調査部、（株）長銀総合研究所を経て、個人事務所

設立。経済文化などのテーマを中心にテレビ・ラジオ出演、講演、コラム執筆な

どを行い、平成17年には自由民主党機関紙「自由民主」および機関誌「りぶる」

にて、小泉総理の新春座談会のコーディネーターを務める。現在は、国土交通

省の独立行政法人評価委員会日本高速道路保有・債務返済機構分科委員、

国土審議会地域振興専門部会委員、新四国創造研究会委員、農林水産省

の食料農業農村政策審議会専門委員などを務めている。

四国には、日本の原風景ともいえる美しい自然があり、

遍路とお接待に代表される豊かな歴史・文化や細や

かな人情がある。こうした四国らしい魅力を大切に、

活力ある四国づくりを考える大事な時が来た。「国土

形成計画」の策定にあたり、今年の半ば以降には四国

ブロックの広域地方計画策定作業を本格的に進めて

いくことになる。今こそ、住民が主役、行政が支援と

いう協働が求められている。そのためには、盛んな

ボランティア活動や道普請などの歴史ある地域コミ

ュニティが重要となる。また、四国が一つに連携し、

あらゆる力を合わせての自立する四国づくりが必要

である。そこにはじめて、魅力的な四国の未来が見

えてくる。その一助となるシンポジウムが３月２３日、

高知市の高知新阪急ホテルで開催された。

基調講演

遠
山
◆
自
立
に
向
け
て
、
四

国
が
持
っ
て
い
る
資
源
を
生

か
す
た
め
に
は
、
ど
う
い
う

課
題
が
あ
る
の
か
。

秋
岡
◆
四
国
の
魅
力
は
、
み

ん
な
が
ま
だ
四
国
の
魅
力
を

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
い

ろ
ん
な
意
味
で
四
国
が
ア
ピ

ー
ル
す
る
可
能
性
は
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

梅
原
◆
四
国
を
見
る
と
、
21

世
紀
型
観
光
の
宝
物
が
詰
ま

っ
て
い
る
。
周
り
が
海
で
大

き
な
川
が
あ
り
、2
0
0
0
m

級
の
山
が
あ
る
。
お
い
し
い

食
べ
物
が
あ
り
、
歴
史
は
古

く
文
化
度
も
高
い
。
日
本
の

縮
図
の
よ
う
な
四
国
。こ
れ
を

ど
の
よ
う
に
売
り
出
し
て
い

く
か
が
最
大
の
問
題
。

那
須
◆
四
国
は
資
源
の
見
直

し
が
必
要
。
自
然
、
農
産
物
、

そ
し
て
人
。
特
に
中
山
間
地

域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
光
っ

て
自
立
し
て
い
る
よ
う
な
核

を
つ
く
る
の
が
重
要
。
地
域

が
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る

か
ど
う
か
が
、決
め
手
と
な
る
。

中
越
◆
わ
が
町
は
、80
年
も

前
か
ら
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
ろ
う

と
い
う
行
政
改
革
の
先
取
り

を
し
て
き
た
。
環
境
問
題
も

子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
。し
か
し
、

住
民
参
加
の
協
働
の
意
識
が
、

一
部
に
は
な
か
な
か
浸
透
し

が
た
い
。
自
分
達
が
主
体
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
実
現

す
れ
ば
、そ
れ
が
自
信
に
な
り
、

や
り
が
い
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

遠
山
◆
次
の
テ
ー
マ
は
、
自

立
に
向
け
て
何
を
す
る
の
か
。

国
土
審
議
会
自
立
地
域
社
会

専
門
委
員
会
の
秋
岡
さ
ん
か

ら
お
願
い
し
た
い
。

秋
岡
◆
委
員
会
の
主
な
検
討

内
容
は
、
ど
ん
な
社
会
を
誰

が
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
か
。

こ
ぼ
れ
て
い
く
集
落
は
ど
う

す
る
か
。キ
ー
ワ
ー
ド
は
、各

地
域
独
自
の
魅
力
を
生
か
し

て
、個
人
満
足
度
の
向
上
。そ

の
地
域
経
営
の
主
役
に
、「
新

し
い
公
」
と
い
う
概
念
が
出

て
く
る
。資
金
問
題
で
、地
元

の
お
金
が
地
元
に
集
ま
り
回

っ
て
い
く
循
環
シ
ス
テ
ム
が

で
き
な
い
か
。

中
山
間
地
域
の
集
落
の
問
題

は
、
す
べ
て
の
地
域
住
民
が

地
域
社
会
と
つ
な
が
り
、
絆

や
縁
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

行
政
が
継
続
的
に
目
配
り
を

す
る
。
う
ま
く
存
続
で
き
た

モ
デ
ル
事
例
を
集
め
て
い
く
。

那
須
◆
大
学
で
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
地
域
経
営
の
シ

ス
テ
ム
を
ど
う
や
っ
て
つ
く

る
の
か
。例
え
ば
、間
伐
材
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
。
こ
れ
は

皆
が
考
え
る
こ
と
だ
が
、
経

営
シ
ス
テ
ム
と
し
て
具
体
化

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。ま
た
、

民
間
で
は
当
た
り
前
で
も
、

行
政
で
は
難
し
い
行
政
経
営

の
支
援
。そ
の
具
体
的
な
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

遠
山
◆
四
国
は
一
つ
と
言
い

な
が
ら
、
一
つ
一
つ
と
い
う

の
が
実
感
。
一
体
化
と
い
う

の
は
難
し
い
に
し
て
も
、
連

携
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
。

ど
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
連
携

で
き
る
の
か
。

梅
原
◆
隣
と
は
競
争
す
る
も

の
だ
が
、
足
の
引
っ
張
り
合

い
を
せ
ず
、
良
い
所
を
競
い

合
っ
て
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。
四
国
は
全
国
に
冠

た
る
第
一
次
産
業
の
地
域
で

あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
生
か
す

か
も
重
要
。も
う
一
つ
は
、団

塊
の
世
代
を
ど
う
取
り
込
む

か
。四
経
連
で
は
、ロ
ン
グ
ス

テ
イ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
四
国
を

目
指
そ
う
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、日
本
の
心
、日
本
人
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
８８
カ

所
遍
路
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
。

中
越
◆
四
国
全
体
で
考
え
て

も
山
の
比
率
は
6
8．
9
％
。

山
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が

必
要
。
長
期
滞
在
の
た
め
に

は
、
健
康
、
環
境
、
教
育
を
し

っ
か
り
見
つ
め
、
健
全
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ

と
。自
分
達
の
強
み
、弱
み
を

見
極
め
、
自
分
達
の
町
が
ど

の
よ
う
に
な
り
た
い
か
を
、

み
ん
な
で
考
え
る
。
広
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
独
自
性

だ
け
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。

遠
山
◆
広
域
地
方
計
画
に
、

ど
う
い
う
も
の
を
盛
り
込
ん

で
い
け
ば
よ
い
か
。

秋
岡
◆
四
国
の
一
番
の
魅
力

は
、
”ニ
ッ
ポ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

ニ
ッ
ポ
ン
“
。
四
国
人
が
一

丸
と
な
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

つ
く
り
、
計
画
に
入
れ
た
ら

よ
い
の
で
は
。　
　

四
国
の
有
力
企
業
に
出
資
し

て
も
ら
い
、中
・
高
校
生
に
四

国
の
歴
史
や
産
業
を
教
え
る

機
会
を
つ
く
る
と
、
子
ど
も

た
ち
の
頭
の
中
に
四
国
の
情

報
マ
ッ
プ
が
で
き
る
。す
る
と
、

外
で
得
た
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
地
元
に
返
す
こ
と
が
で
き

る
。四
国
外
に
就
職
す
る
人
は
、

流
出
で
は
な
く
派
遣
し
た
人

材
と
な
り
、す
ご
い
力
に
な
る
。

四
国
は
単
な
る
受
け
皿
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
。
自
立
す

る
た
め
に
は
、ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・

テ
イ
ク
を
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
く
発
想
を
持
つ
。

梅
原
◆
計
画
に
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
高
速
道
路

”四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
“の
整
備
促
進
。も
う
一
つ

は
、公
共
交
通
、特
に
在
来
線

か
ら
新
幹
線
に
直
接
乗
り
入

れ
で
き
る
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
の
整
備
。ま
た
、元
々

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
盛
ん
な
四

国
は
、
住
民
参
加
の
地
域
づ

く
り
で
、「
新
た
な
公
」
の
モ

デ
ル
と
な
る
べ
き
。

中
越
◆
四
国
、
高
知
は
癒
し

で
発
展
す
る
。
も
う
一
つ
は

情
報
化
。
四
国
の
中
山
間
地

域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
く
ら
い
は
、

す
べ
て
敷
設
す
べ
き
。
日
本

の
国
土
、
四
国
を
誰
が
守
る

の
か
。守
る
た
め
に
は
、最
低

限
の
社
会
基
盤
の
整
備
が
必

要
。決
し
て
、一
極
集
中
化
で

国
土
は
守
れ
な
い
。
小
さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
こ
と
で
、
地
域
が

守
れ
る
こ
と
を
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
て
ほ
し
い
。
８
の

字
ル
ー
ト
は
、や
は
り
命
。ま

た
、
里
山
の
保
全
を
し
な
け

れ
ば
「
美
し
い
国
、
日
本
」
は

つ
く
れ
な
い
。

那
須
◆
８
の
字
ル
ー
ト
と
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
低
限

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
。
四
国
の

よ
う
に
広
い
が
人
口
が
少
な

い
と
こ
ろ
は
、
ぜ
い
た
く
で

は
な
く
基
本
的
な
資
産
。
こ

れ
か
ら
人
口
も
減
少
し
、
財

政
も
悪
化
し
て
い
く
と
い
う

意
味
で
四
国
は
先
進
地
域
。

そ
の
先
進
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を

見
せ
、格
差
を
明
確
化
す
る
。

国
民
が
等
し
く
受
け
る
べ
き

安
全
安
心
を
、
等
し
く
受
け

て
い
る
の
か
。
高
知
で
は
救

急
病
院
に
行
く
の
に
、
全
国

平
均
の
倍
く
ら
い
時
間
が
か

か
る
。
東
京
で
移
動
時
間
を

数
分
縮
め
よ
う
と
す
る
投
資

と
四
国
で
人
の
命
を
守
る
た

め
の
投
資
、
一
体
ど
ち
ら
が

大
事
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

堂
々
と
言
う
必
要
が
あ
る
。

四
国
ら
し
い
整
備
方
法
も
考

え
、
説
得
力
を
持
つ
こ
と
が

大
事
。

遠
山
◆
格
差
は
、
経
済
市
場

だ
け
で
は
埋
ま
ら
な
い
。
四

国
で
暮
ら
す
人
間
が
、
ど
れ

だ
け
満
足
で
き
る
か
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
。も
う
一
つ
は
、

そ
の
魅
力
を
知
り
、
一
つ
の

四
国
と
し
て
発
信
し
て
い
く

発
想
を
強
く
持
つ
。
一
体
化

は
難
し
い
が
、
連
携
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
外
に
打
ち
出

せ
る
部
分
も
あ
る
。
計
画
の

中
で
、
過
疎
集
落
再
生
へ
の

具
体
論
を
含
め
た
書
き
込
み

を
お
願
い
し
た
い
。

計
画
に
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、

四
国
の
自
立
度
を
高
め
て
い

く
と
い
う
意
味
で
は
、
地
方

分
権
の
問
題
。も
う
一
つ
は
、

道
州
制
も
に
ら
ん
だ
論
議
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
今
日
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

一
つ
の
材
料
に
、
全
国
計
画

さ
ら
に
広
域
地
方
計
画
へ
の

思
い
を
持
ち
、
自
ら
の
考
え

を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ど
ん

ど
ん
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

遠
山
　

仁

　
　
高
知
新
聞
社
論
説
副
委
員
長

▼
パ
ネ
リ
ス
ト（
５０
音
順
）

秋
岡
　
榮
子

　
　
経
済
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

梅
原
　
利
之

　
　
四
国
経
済
連
合
会
副
会
長

中
越
　
武
義

　
　
檮
原
町
長

那
須
　
清
吾

　
　
高
知
工
科
大
学
教
授 （

敬
称
略
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

自
立
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
一
歩

四
国
の
資
源
と
は

国
土
形
成
計
画
に

必
要
な
四
国
の
声




